
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶用光源から出射される光を液晶ライトバルブに入射させ、この液晶ライトバルブの
画像形成面から出射される投写画像をスクリーンに投写する投写型液晶表示装置において
、投写型液晶表示装置の周辺光を検出し、この周辺光から装置周辺の輝度および色情報を
生成する外部測光手段と、前記輝度および色情報に基づいて前記投写画像の色合いを補正
する画質改善手段とを備え

　ことを特徴とする投写型液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶用光源から出射される光を液晶ライトバルブに入射させ、この液晶ライト
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、
　前記外部測光手段が、装置周辺の輝度および色情報を特定時間ごとに出力し、前記画質
改善手段が、前記外部測光手段から入力された輝度および色情報とその直前に入力された
輝度および色情報との差が、第１の特定値よりも大きければ入力された輝度および色情報
に基づいて前記投写画像の色合い補正値を更新し、第１の特定値よりも小さければ補正値
を更新せず、さらに補正値を更新しない色合い補正が特定回数以上連続した場合には、最
後に補正値を更新したときの輝度および色情報と、入力された輝度および色情報との差が
、第２の特定値より大きければ入力された輝度および色情報に基づいて補正値を更新し、
第２の特定値より小さければ補正値を更新しない



バルブの画像形成面から出射される投写画像をスクリーンに投写する投写型液晶表示装置
に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来の液晶プロジェクタ（投写型液晶表示装置）には、図９に示すように、周辺光を検出
する外部測光器１９が設けられており、この外部測光器１９から出力される周辺光の輝度
情報に基づき、周辺が明るい場合と暗い場合で投写画像の色温度を変える機能を備えてい
た。これは、図１０に示すように、人間の比視感度が、明るい場所と暗い場所では異なる
ことに起因する。図１０において、明るい場所での比視感度（明所視の比視感度）はＶ（
λ）に相当し、暗い場所での比視感度（暗所視の比視感度）はＶ’（λ）に相当する。図
１０からも明らかなように、暗い場所においては、人間の視覚特性は短波長で敏感になる
。逆に、明るい場所においては、人間の視覚特性は長波長で敏感になる。従って、周辺が
明るくなるほど、投写画像の色温度を高めるように補正することによって、投写画像の色
再現性を保つことができる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら上記従来の液晶プロジェクタでは、周辺光の色合いの違いを検出していなか
ったため、例えば欧米など日本とは異なる色温度の照明光下や、展示会場やコンサートな
ど様々な色の光源が使用される場所での投写画像の色補正を十分することはできなかった
。
【０００４】
液晶プロジェクタは、以前は、投写画像の明るさが十分でなかったため、室内を暗くして
使用してきた。しかし、近年、液晶プロジェクタの投写画像は、以前のものに比較して明
るくなり、通常の照明下でも十分実用に耐えるものとなってきた。実際、会議や学会など
の発表での使用下ではメモを取る必要性から、ある程度以上の明るさの照明光が液晶プロ
ジェクタ使用中に望まれる。そのため、以前であれば気にする必要のなかった照明光の投
写画像への影響が強まってきている。
【０００５】
照明光としては、日本国内では比較的色温度の高い蛍光灯が好まれるが、欧米では比較的
色温度の低い照明が好まれている。このような、照明光の色温度も投写画像の色再現性に
影響を与える。
【０００６】
また、通常、人間の目には色順応、明順応・暗順応の性質があるため、多少の照明光の変
化では、色の見え方は変化しないが、液晶プロジェクタが使用されるであろう展示会・コ
ンサート会場などでは、通常使用される照明とは異なった色合いの照明が使用されること
も多く、白色光からずれた色合いの照明光の下では投写画像にも影響を与え、色再現性が
損なわれる。
【０００７】
本発明は以上のような従来の問題点を解決するためになされたものであり、周辺光の明る
さおよび色合いに応じて投写画像の色合いを補正し、色再現性を保つことができる投写型
液晶表示装置を提供することを目的とするものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために本発明の請求項１の発明に係る投写型液晶表示装置は、液
晶用光源から出射される光を液晶ライトバルブに入射させ、この液晶ライトバルブの画像
形成面から出射される投写画像をスクリーンに投写する投写型液晶表示装置において、投
写型液晶表示装置の周辺光を検出し、装置周辺の輝度および色情報を出力する外部測光手
段と、前記輝度および色情報に基づいて前記投写画像の色合いを補正する画質改善手段と
を備え
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、前記外部測光手段が、装置周辺の輝度および色情報を特定時間ごとに出力し、前
記画質改善手段が、前記外部測光手段から入力された輝度および色情報とその直前に入力



【００１７】
【発明の実施の形態】
実施の形態１．
図１は本発明の実施の形態１の液晶プロジェクタを示すブロック回路図である。図１にお
いて、実施の形態１の液晶プロジェクタは、外部測光器１と、Ａ／Ｄ変換器２，３，４と
、画質改善処理部５と、Ｄ／Ａ変換器６～８と、駆動回路９，１０，１１と、赤色画像用
液晶パネル１２と、緑色画像用液晶パネル１３と、青色画像用液晶パネル１４とを備えて
いる。液晶パネル１２～１４は、それぞれ赤色画像用液晶ライトバルブ、緑色画像用液晶
ライトバルブ、青色画像用液晶ライトバルブを構成している。また、図示していないが、
実施の形態１の液晶プロジェクタは、液晶用光源となるメタルハライドやキセノン等のラ
ンプ、分光／投射光学手段、映像信号処理部等を備えている。
【００１８】
上記の分光／投写光学手段は、ランプからの光を、赤色光，緑色光，青色光に分光し、そ
れぞれ液晶パネル１２～１４に入射させ、液晶パネル１２～１４の画像形成面からの赤色
画像，緑色画像，青色画像をスクリーン上にカラー画像として拡大重畳する。また、上記
の映像信号処理部は、外部の入力信号源から入力された映像信号に、Ａ／Ｄ変換処理、液
晶パネル１２～１４の画素数に応じた画素変換処理、メニュー画像の重畳処理、拡大縮小
処理等の各種信号処理を施し、上記の入力映像信号をディジタルの赤色映像信号Ｒ，緑色
映像信号Ｇ，青色映像信号Ｂに変換する。
【００１９】
外部測光器１は、液晶プロジェクタの周辺光を検出し、この周辺光から液晶プロジェクタ
周辺の輝度および色情報を生成する。この外部測光器１は、周辺光を複数の色成分に分光
して受光する受光素子を有する専用デバイスであり、受光した周辺光の赤色成分に対応す
る測光信号Ｒｍ、緑色成分に対応する測光信号Ｇｍ、および青色成分に対応する測光信号
Ｂｍに変換する。この測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍは、装置周辺の輝度および色情報となる
信号であり、Ａ／Ｄ変換器２～４を介して画像改善部５に入力される。
【００２０】
上記の受光素子は、例えばＭＯＳ型撮像デバイスやＣＣＤ型撮像デバイスに色フィルタを
取付けた構成である。この受光素子は、解像度の低いもの（画素数の少ないもの）で良い
。また、測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍは、それぞれ受光素子の各画素で受光された色成分を
積分した光に対応する信号であれば良い。なお、外部測光器１は、テレビジョン方式に対
応する測光信号Ｙ，Ｒ－Ｙ，Ｂ－Ｙや、ＸＹＺ色空間に対応する測光信号Ｘ，Ｙ，Ｚを出
力するものであっても良い。また、この実施の形態１では、測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍは
、受光した周辺光の色合い情報であれば良く、赤，緑，青の各成分の比率を示すものであ
っても良い。
【００２１】
画質改善処理部５は、外部測光器１から出力される周辺の明るさおよび色合い情報に基づ
いて液晶パネル１２～１４による投写画像の色合いを補正する。つまり、画質改善処理部
５は、測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍに基づいて、入力されたディジタル映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂ
のゲインを個別に補正し、この補正した映像信号（映像信号Ｒ’，Ｇ’，Ｂ’）をＤ／Ａ
変換器６～８に出力する。
【００２２】
次に動作について説明する。上記の画像信号処理部から出力されたディジタルの映像信号
Ｒ，Ｇ，Ｂは、画質改善処理部５に入力される。また、外部測光器１から出力されたアナ
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された輝度および色情報との差が、第１の特定値よりも大きければ入力された輝度および
色情報に基づいて前記投写画像の色合い補正値を更新し、第１の特定値よりも小さければ
補正値を更新せず、さらに補正値を更新しない色合い補正が特定回数以上連続した場合に
は、最後に補正値を更新したときの輝度および色情報と入力された輝度および色情報との
差が、第２の特定値より大きければ入力された輝度および色情報に基づいて補正値を更新
し、第２の特定値より小さければ補正値を更新しないものである。



ログの測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍは、Ａ／Ｄ変換器２～４によりディジタルデータに変換
され、画質改善処理部５に入力される。
【００２３】
画質改善処理部５により補正された映像信号Ｒ’，Ｇ’，Ｂ’は、Ｄ／Ａ変換器６～８に
よりアナログ信号に変換され、液晶パネル１２～１４を駆動させる駆動回路９～１１にそ
れぞれ入力される。駆動回路９～１１は、入力された映像信号を液晶パネルの仕様に見合
ったレベルに変換し、このレベル変換した映像信号でそれぞれ液晶パネル１２～１４を駆
動する。
【００２４】
画質改善処理部５では、外部測光器１による測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，ＢｍをＸＹＺ色空間の
色度座標ｘ，ｙ，ｚ（ｘ＋ｙ＋ｚ＝１）に変換し、この色度座標ｘ，ｙ，ｚから装置周辺
光の相関色温度を求め、この装置周辺光の相関色温度に応じて映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂの補正
値を決める。以下に、画質改善処理部５による色合い補正処理の一例を説明する。
【００２５】
まず、ＮＴＳＣ方式の測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍから式（１）～（３）の演算によりＸＹ
Ｚ色空間のＸ，Ｙ，Ｚ値を求め、このＸ，Ｙ，Ｚ値から式（４）～（６）により色度座標
ｘ，ｙ，ｚを求める。
Ｘ＝ 0.6069Ｒ＋ 0.1739Ｇ＋ 0.2009Ｂ　　　　　　　　　　　　　　（１）
Ｙ＝ 0.2991Ｒ＋ 0.5870Ｇ＋ 0.1139Ｂ　　　　　　　　　　　　　　（２）
Ｚ＝ 0.0000Ｒ＋ 0.0660Ｇ＋ 1.1169Ｂ　　　　　　　　　　　　　　（３）
ｘ＝Ｘ／（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）
ｙ＝Ｙ／（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５）
ｚ＝Ｚ／（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６）
【００２６】
次に、色度座標ｘ，ｙから装置周辺光の相関色温度を求める。図２はｘｙ色度図上におけ
る黒体輻射軌跡（図中の太線）および等温度線（図中の細線）である。相関色温度は、黒
体輻射軌跡上の色温度と同じ色温度であるとされる等温度線から求められた色温度である
。ここで、例えば、ｘ＝０．１５～０．６５、ｙ＝０．１５～０．５０までの範囲の相関
色温度をテーブルにしておき、このテーブルにより色度座標ｘ，ｙから相関色温度を求め
る。
【００２７】
次に、上記の装置周辺光の相関色温度に基づいて、投写画像の色合いを補正する、映像信
号Ｒ，Ｇ，Ｂの補正係数ＲＣ，ＧＣ，ＢＣを決める。この補正係数ＲＣ，ＧＣ，ＢＣを映
像信号Ｒ，Ｇ，Ｂにそれぞれ乗ずることにより、補正後の映像信号Ｒ’，Ｇ’，Ｂ’を得
る。補正は、例えば、ＮＴＳＣ方式の基準白色であるＣＩＥ標準光Ｃ（ｘ＝ 0.3101、ｙ＝
0.3163、相関色温度 6770［Ｋ］）の相関色温度を基準色温度とし、装置周辺光の相関色温
度が基準色温度よりも高い（装置周辺光が基準白色よりも青っぽい）場合には、投写画像
の相関色温度が低くなるように（投写画像が赤っぽくなるように）、映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂ
のゲインを増減させる。逆に、装置周辺光の相関色温度が基準白色よりも低い（装置周辺
光が基準白色よりも赤っぽい）場合には、投写画像の相関色温度が高くなるように（投写
画像が青っぽくなるように）、映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂのゲインを増減させる。なお、ここで
は、ＣＩＥ標準光Ｃの相関色温度を基準色温度としているが、ハイビジョン方式に採用さ
れているＣＩＥ標準光Ｄ 65（ｘ＝ 0.3127、ｙ＝ 0.3290、相関色温度 6500［Ｋ］）の相関色
温度を用いても良い。
【００２８】
このように実施の形態１によれば、外部測光器１において、液晶プロジェクタの周辺光を
検出し、周辺の輝度および色情報を生成し、画質改善処理部５において、外部測光器１か
ら出力された周辺の輝度および色情報に基づいて投写画像の色合いを補正することにより
、液晶プロジェクタ周辺の明るさおよび色合いが変化しても投写画像の色再現性を良好に
保つことが可能となる。
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【００２９】
実施の形態２．
本発明の実施の形態２による液晶プロジェクタの構成は、図１と同様である。ただし、本
実施の形態２の液晶プロジェクタでは、外部測光器１の内部構成が上記実施の形態１とは
異なる。
【００３０】
外部測光器の採光指向性が強いと、特定方向の周辺光源の影響を強く受けるため、取付け
位置によって検出誤差が大きくなる。本実施の形態２では、この問題を改善する。
【００３１】
図３は本発明の実施の形態２の液晶プロジェクタにおける外部測光器の構成図である。図
３において、外部測光器１は、レンズ１５と、受光素子１６とを有する。
【００３２】
レンズ１５は、周辺光を広角に採光し、外部測光器１の採光指向性を弱めるための魚眼レ
ンズのような広角レンズである。この広角レンズ１５により、特定方向に位置する蛍光等
の周辺光源の影響を強く受けることがなくなり、取付け位置による検出誤差を小さくでき
る。また、レンズ１５は、採光した周辺光を受光素子１６の受光面にフォーカスさせる必
要はない。受光素子１６の受光面にデフォーカスされた周辺光を入射させたほうが、蛍光
等の周辺光源が受光素子１６の特定の画素上に結像しないので、受光素子のダイナミック
レンジを有効に活用できる。なお、受光素子１６は、上記実施の形態１の外部測光器に用
いられる受光素子と同じもので良い。また、この実施の形態２でも、外部測光器１が出力
する測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍは、受光した周辺光の色合い情報であれば良く、赤，緑，
青の各成分の比率を示すものであっても良い。
【００３３】
このように実施の形態２によれば、外部測光器１に指向性を弱めるためのレンズ１５を設
けたことにより、特定方向に位置する周辺光源の影響を強く受けないようにすることがで
きるので、外部測光器１の取付け位置による検出誤差を小さくすることが可能となる。
【００３４】
実施の形態３．
本発明の実施の形態３の液晶プロジェクタの構成は、図１と同様である。ただし、本実施
の形態３の液晶プロジェクタでは、画質改善処理部５における信号処理が上記実施の形態
１と異なる。
【００３５】
周辺が十分に暗い場合、周辺光が投写画像に与える影響は無視できる。周辺が明るくなる
に従って周辺光が投写画像に与える影響が強くなる。そして周辺がある明るさ以上になる
と、周辺光が投写画像に与える影響が強くなり過ぎ、投写画像の色合いを補正しきれなく
なる。これを改善するために、本実施の形態３では、投射画像の色合い補正が有効な周辺
の明るさの範囲内で、周辺が明るくなるほど、投射画像の色合い補正の度合を強める。
【００３６】
また、実際の周辺光量の増加に対し、人間の目が感知する明るさには、非線型の関係があ
る。そこで、本実施の形態３では、投射画像の色合い補正の度合を決めるのに、人間の目
が感知する明るさを示す心理計測明度Ｌ *  を用いる。心理計測明度Ｌ *  は、ＣＩＥ（国際
照明委員会）が１９７６年に勧告したＬ *  ａ *  ｂ *  均等知覚色空間の１パラメータであり
、光量の１／３乗に比例する。つまり、心理計測明度Ｌ *  によれば、人間の目が感知する
明るさは、周辺光量の１／３乗に比例する。
【００３７】
画質改善処理部５は、外部測光器１から出力される周辺の輝度および色情報に基づいて投
写画像の色合いを補正するとともに、上記の明るさおよび色合い情報から周辺の心理計測
明度Ｌ *  を算出し、この心理計測明度Ｌ *  に基づいて投写画像の色合い補正の度合を変化
させる。つまり、画質改善処理部５は、上記実施の形態１と同様にＲ，Ｇ，Ｂ測光信号に
基づいて映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂのゲインを個別に補正し、この個別にゲイン補正された映像
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信号Ｒ，Ｇ，Ｂのゲインを心理計測明度Ｌ *  に基づいて共通に補正し、この補正した映像
信号（映像信号Ｒ’，Ｇ’，Ｂ’）をＤ／Ａ変換器６～８に出力する。
【００３８】
画質改善処理部５では、外部測光器１による測光信号のＲｍ，Ｇｍ，Ｂｍ値から上記実施
の形態１と同様に映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂの個別補正係数ＲＣ，ＧＣ，ＢＣを決める。また、
上記測光信号のＲ，Ｇ，Ｂ値をＸＹＺ色空間のＹ値に変換し、このＹ値から心理計測明度
Ｌ *を求め、この心理計測明度Ｌ *に応じて映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂの共通補正係数を決める。
そして、個別補正係数ＲＣ，ＧＣ，ＢＣおよび共通補正係数により映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂを
補正する。以下に、画質改善処理部５による色合い補正処理の一例を説明する。
【００３９】
まず、ＮＴＳＣ方式の測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍから心理計測明度Ｌ *  を求める。ＮＴＳ
Ｃ方式の測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍを、ＣＩＥ  １９７６  Ｌ *  ａ *  ｂ *  均等知覚色空間の
パラメータＬ *  ，ａ *  ，ｂ *  に変換するには、前記式（１）～（３）による測光信号Ｒｍ
，Ｇｍ，ＢｍのＸ，Ｙ，Ｚ値と、ＮＴＳＣ方式の基準白色であるＣＩＥ標準光源Ｃの三刺
激値Ｘ 0 ，Ｙ 0 ，Ｚ 0 とを用いる。標準光源Ｃの三刺激値Ｘ 0 ，Ｙ 0 ，Ｚ 0 は、Ｙ 0 を１
００と規格化して用いられる。Ｙ 0 を規格化したときの三刺激値Ｘ 0 ，Ｙ 0 ，Ｚ 0 は（７
）～（９）式のようになる。
Ｘ 0 ＝ 98.072　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７）
Ｙ 0 ＝ 100.000 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８）
Ｚ 0 ＝ 118.225 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９）
心理計測明度Ｌ *  は、上記のＹおよびＹ 0 （＝１００）を用い、（１０），（１１）式に
より求められる。
Ｌ *  ＝ 116 ×（Ｙ／Ｙ 0 ） 1 / 3  － 16　：Ｙ／Ｙ 0 ＞ 0.008856　（１０）
Ｌ *  ＝ 903.29×（Ｙ／Ｙ 0 ）　　　　：Ｙ／Ｙ 0 ≦ 0.008856　（１１）
なお、心理計測明度明度Ｌ *  は、入力Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍに対する出力Ｌ *  の三次元テーブ
ルと直線近似とにより求めても良い。
【００４０】
次に、上記の心理計測明度Ｌ *  と、予め設定されている特定値Ｌ１，Ｌ２（＞Ｌ１）を用
いて、共通補正係数ＶＣを求める。心理計測明度Ｌ *  が特定値Ｌ１とＬ２の間の場合には
、また、心理計測明Ｌ *  の大きさに従って共通補正係数ＶＣを増大させる。つまり、
ＶＣ＝（Ｌ *  －Ｌ１）／Ｌ１
とする。また、心理計測明度Ｌ *  が特定値Ｌ１よりも小さい場合には、周辺が十分に暗い
と判断し、色合い補正処理をしない。つまり、共通補正係数ＶＣおよび個別補正係数ＲＣ
，ＧＣ，ＢＣに対し、
ＶＣ＝ＲＣ＝ＧＣ＝ＢＣ＝１
とする。また、心理計測明度Ｌ *  が特定値Ｌ２よりも大きい場合には、周辺が明る過ぎる
と判断し、周辺の心理計測明度Ｌ *  を特定値Ｌ２として共通補正係数ＶＣを求める。つま
り、
ＶＣ＝（Ｌ２－Ｌ１）／Ｌ１
とする。
【００４１】
次に、上記の共通係数ＶＣと、上記実施の形態１と同様にして求めた個別補正係数ＲＣ，
ＧＣ，ＢＣとを用いて、映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂを補正する。補正後の映像信号Ｒ’，Ｇ’，
Ｂ’は、式（１２）～（１４）で得られる。
Ｒ’＝Ｒ×ＲＣ×ＶＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１２）
Ｇ’＝Ｇ×ＧＣ×ＶＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３）
Ｂ’＝Ｂ×ＢＣ×ＶＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１４）
このように実施の形態３によれば、画質改善処理部５において、外部測光器１から出力さ
れた周辺の輝度および色情報から、人間の視覚特性に一致した心理計測明度を算出し、こ
の心理計測明度に基づいて投写信号の色補正の度合を変化させるようにしたため、人間の
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視覚特性に合った色補正を実現することが可能となる。
【００４２】
実施の形態４．
本発明の実施の形態４による液晶プロジェクタの構成は、図１と同様である。ただし、本
実施の形態４の液晶プロジェクタでは、画質改善処理部５における信号処理が上記実施の
形態１と異なる。
【００４３】
一般に用いられているＲＧＢ色空間およびＸＹＺ色空間は、人間の視覚特性にとっては非
線型な色空間であり、Ｒ，Ｇ，Ｂの変化量およびＸ，Ｙ，Ｚの変化量は、人間の心理的な
明るさおよび色合いの変化量に一致しない。このような非線型な色空間で投写画像の色合
いを補正すると、誤差が大きくなる。これを改善するために、本実施の形態４では、人間
の目が感知する明るさおよび色合いを示す均等知覚色空間で投写画像の色合いを補正する
。均等知覚色空間には、ＣＩＥ  １９７６  Ｌ *  ａ *  ｂ *  均等知覚色空間と、ＣＩＥ  １９
７６  Ｌ *  ｕ *  ｖ *  均等知覚色空間とがあるが、ここではＬ *  ａ *  ｂ *  均等知覚色空間を
用いる。
【００４４】
画質改善処理部５は、外部測光器１から出力される周辺の輝度および色情報をＬ *  ａ *  ｂ
*  均等知覚色空間の心理計測明度Ｌ *  および色座標ａ *  ，ｂ *  に変換し、このＬ *  ，ａ *  
，ｂ *  に基づいて投写画像の色合いを補正する。つまり、画質改善処理部５は、均等知覚
色空間の色座標ａ *  ，ｂ *  に基づいて映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂのゲインを個別に補正し、この
個別にゲイン補正された映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂのゲインを心理計測明度Ｌ *  に基づいて共通
に補正し、この補正した映像信号（映像信号Ｒ’，Ｇ’，Ｂ’）をＤ／Ａ変換器６～８に
出力する。
【００４５】
画質改善処理部５では、外部測光器１による測光信号のＲｍ，Ｇｍ，Ｂｍを均等知覚色空
間の心理計測明度Ｌ *  および色座標ａ *  ，ｂ *  に変換し、色座標ａ *  ，ｂ *  に基づいて個
別補正係数ＲＣ，ＧＣ，ＢＣを決め、また上記実施の形態３と同様に心理計測明度Ｌ *  に
応じて共通補正係数ＶＣを決める。そして、個別補正係数ＲＣ，ＧＣ，ＢＣおよび共通補
正係数ＶＣにより映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂを補正する。以下に、画質改善処理部５による色合
い補正処理の一例を説明する。
【００４６】
まず、ＮＴＳＣ方式の測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍを均等知覚色空間の心理計測明度Ｌ *  お
よび色座標ａ *  ，ｂ *  に変換する。上記実施の形態３で説明したように、ＮＴＳＣ方式の
測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍを、均等知覚色空間のＬ *  ，ａ *  ，ｂ *  に変換するには、前記
式（１）～（３）による測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，ＢｍのＸ，Ｙ，Ｚ値と、前記式（７）～（
９）によるＮＴＳＣ方式の基準白色であるＣＩＥ標準光源Ｃの三刺激値Ｘ 0 ，Ｙ 0 ，Ｚ 0 
とを用いる。心理計測明度Ｌ *  は、前記式（１０），（１１）から算出され、またａ *  ，
ｂ *  は式（１５）～（２２）から算出される。
ａ *  ＝５００×（Ｘ’－Ｙ’）　　　　　　　　　　　　　　　　　（１５）
ｂ *  ＝２００×（Ｙ’－Ｚ’）　　　　　　　　　　　　　　　　　（１６）
Ｘ’＝（Ｘ／Ｘ 0 ） 1 / 3  　　　　　　　　：Ｘ／Ｘ 0 ＞ 0.008856　　（１７）
Ｘ’＝ 7.787 ×（Ｘ／Ｘ 0 ）＋ 16／ 116 　：Ｘ／Ｘ 0 ≦ 0.008856　　（１８）
Ｙ’＝（Ｙ／Ｙ 0 ） 1 / 3  　　　　　　　　：Ｙ／Ｙ 0 ＞ 0.008856　　（１９）
Ｙ’＝ 7.787 ×（Ｙ／Ｙ 0 ）＋ 16／ 116 　：Ｙ／Ｙ 0 ≦ 0.008856　　（２０）
Ｚ’＝（Ｚ／Ｚ 0 ） 1 / 3  　　　　　　　　：Ｚ／Ｚ 0 ＞ 0.008856　　（２１）
Ｚ’＝ 7.787 ×（Ｚ／Ｚ 0 ）＋ 16／ 116 　：Ｚ／Ｚ 0 ≦ 0.008856　　（２２）
【００４７】
次に、均等知覚色空間の色座標ａ *  ，ｂ *  に基づいて個別補正係数ＲＣ，ＧＣ，ＢＣを決
める。図４はＣＩＥ  １９７６  Ｌ *  ａ *  ｂ *  均等知覚色空間のａ *  ｂ *  色度図上における
マンセル表示系の等色相、等彩度曲線である。図４において、ａ *  ，ｂ *  ＝０の場合が無
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彩色である。また、図４において、Ｙは黄色、Ｐは紫であり、マンセルバリュー（明度）
Ｖは５である。ここで、例えば、ａ *  ＝－１００～１００、ｂ *  ＝－１００～１００まで
の範囲をテーブルにし、ａ *  ，ｂ *  を入力することにより、投写画像の個別補正係数ＲＣ
，ＧＣ，ＢＣを出力させる。
【００４８】
次に、上記の個別補正係数ＲＣ，ＧＣ，ＢＣと、心理計測明度Ｌ *  に基づいて上記実施の
形態３と同様にして求めた共通補正係数ＶＣとを用いて、前記式（１２）～（１４）によ
り映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂを補正する。
【００４９】
ここで、前記式（７）～（１１），（１５）～（２２）の演算は簡単ではないため、動画
をリアルタイム表示させる場合等には、各画素ごとに色度座標ａ *  ，ｂ *  を演算し、補正
係数ＲＣ，ＧＣ，ＢＣを求めることは困難である。これを実現するには、高速な演算器が
必要になり、実用的ではない。
【００５０】
そこで、周辺光の測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍを入力とし、個別補正係数ＲＣ，ＧＣ，ＢＣ
を出力とする三次元テーブルを用いて色補正を実施する。全ての入力に対する出力を有す
る三次元テーブルを用い、全ての入力に対する出力を三次元テーブルから直接求める方式
は、ダイレクトマッピング方式と呼ばれ、高精度な補正を高速に実現できるが、大容量の
メモリを必要とし、実用的ではない。従って、入力信号の上位信号だけで構成した三次元
テーブルを用い、その三次元テーブルから直接得られない補正値に関しては、入力信号の
上位信号を用いてダイレクトマッピング法により数個の近傍値を得、入力信号の下位信号
を用いて、数個の近傍値から出力信号を補間（直線近似）する方法が一般に用いられる。
この近傍値のダイレクトマッピング法と補間法によりＲＣ，ＧＣ，ＢＣを算出する処理を
以下に説明する。
【００５１】
まず、近傍値のダイレクトマッピング法について説明する。図５に示すように、入力信号
Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉを各々ｍビットの信号、入力信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉの上位ｎビット分を
各々Ｒｎ，Ｇｎ，Ｂｎとする。ただし、ｍ＞ｎである。三次元テーブルから入力信号Ｒｉ
，Ｇｉ，Ｂｉの近傍の８点の単位立方格子（Ｒｎ，Ｇｎ，Ｂｎ），（Ｒｎ＋Ｄｎ，Ｇｎ，
Ｂｎ），（Ｒｎ＋Ｄｎ，Ｇｎ，Ｂｎ＋Ｄｎ），（Ｒｎ，Ｇｎ，Ｂｎ＋Ｄｎ），（Ｒｎ，Ｇ
ｎ＋Ｄｎ，Ｂｎ），（Ｒｎ＋Ｄｎ，Ｇｎ＋Ｄｎ，Ｂｎ），（Ｒｎ＋Ｄｎ，Ｇｎ＋Ｄｎ，Ｂ
ｎ＋Ｄｎ），（Ｒｎ，Ｇｎ＋Ｄｎ，Ｂｎ＋Ｄｎ）に位置する出力信号ｄ０，ｄ１，ｄ２，
ｄ３，ｄ４，ｄ５，ｄ６，ｄ７を得る。Ｄｎは三次元テーブルの単位立方格子の１辺の長
さで２ m - n  である。
【００５２】
次に、補間法について説明する。図６に示すように、入力信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉの近傍の
８点の単位立方格子に位置する出力信号をｄ０，ｄ１，ｄ２，ｄ３，ｄ４，ｄ５，ｄ６，
ｄ７、入力信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉの下位ｍ－ｎビット分を各々ｒ，ｇ，ｂ、単位立方格子
の一辺の長さをＤｎとする。入力信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉを中心として、ｄ０，ｄ１，ｄ２
，ｄ３，ｄ４，ｄ５，ｄ６，ｄ７に点対称で、かつＲ軸方向、Ｇ軸方向、Ｂ軸方向の３方
向で８分割した直方体の体積を、各々ｗ０，ｗ１，ｗ２，ｗ３，ｗ４，ｗ５，ｗ６，ｗ７
とする。入力信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉに対する出力信号ｄは、式（２３）～（３１）のよう
に補間される。
d＝ d0w0＋ d1w1＋ d2w2＋ d3w3＋ d4w4＋ d5w5＋ d6w6＋ d7w7 　　　（２３）
w0＝ (Dn-r)(Dn-g)(Dn-b) 　　　　　　　　　  　　　　　　　（２４）
w1＝ r(Dn-g)(Dn-b) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２５）
w2＝ r(Dn-g)b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２６）
w3＝ (Dn-r)(Dn-g)b 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２７）
w4＝ (Dn-r)g(Dn-b) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２８）
w5＝ rg(Dn-b)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２９）
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w6＝ rgb　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（３０）
w7＝ (Dn-r)gb 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（３１）
ここでは、出力信号が１つの場合を説明したが、本実施に形態４では、ＲＣ，ＧＣ，ＢＣ
の近似値を三次元テーブルから同時に得、同時に補間する。
【００５３】
このように実施の形態４によれば、画質改善処理部５において、外部測光器１から出力さ
れた周辺の輝度および色情報を、人間の視覚特性に一致した均等知覚色空間の心理計測明
度および色座標に変換し、この心理計測明度および色座標に基づいて投写信号の色補正の
度合を変化させるようにしたため、人間の視覚特性に合った色補正を実現することが可能
となる。
【００５４】
実施の形態５．
本発明の実施の形態５による液晶プロジェクタの構成は、図１と同様である。ただし、本
実施の形態５の液晶プロジェクタでは、外部測光器１の内部構成が上記実施の形態１とは
異なる。
【００５５】
周辺がある程度以上暗くなると、周辺光が投写画像に与える影響をほとんど考える必要が
ない。このため、周辺がある程度以上暗い場合には、外部測光器１からの周辺の輝度およ
び色情報に基づいて映像信号を色補正する必要がなく、従って外部測光器１からの輝度お
よび色情報は不要となる。このことを考慮し、本実施の形態５では、外部測光器を構成す
る受光素子のダイナミックレンジを有効活用できるようにする。
【００５６】
図７は本発明の実施の形態５の液晶プロジェクタにおける外部測光器の構成図である。図
３において、外部測光器１は、レンズ１５と、受光素子１６と、ＮＤフィルタ１７とを有
する。
【００５７】
ＮＤフィルタ１７は、レンズ１５で採光された周辺光の光量を絞り、受光素子１６に入射
させる。これにより、周辺が十分に暗く、色補正が不要な場合（例えば、上記実施の形態
３で心理計測明度Ｌ *  が特定値Ｌ１よりも小さい場合）に、採光された光がほとんど受光
素子１６に入射しないようにし、受光素子１６のダイナミックレンジの大部分を、色補正
が必要な場合（例えば、上記実施の形態３で心理計測明度Ｌ *  が特定値Ｌ１よりも大きい
場合）に対応させるようにする。なお、レンズ１５は、上記実施の形態２の外部測光器に
用いられるレンズと同じもので良い。あるいは、レンズ１５を設けなくても良い。また、
受光素子１６は、上記実施の形態１の外部測光器に用いられる受光素子と同じもので良い
。
【００５８】
このように実施の形態５によれば、外部測光器１に入射光の光量を落とすＮＤフィルタ１
７を設けたことにより、この外部測光器１を構成する受光素子１６のダイナミックレンジ
を有効に利用することが可能となる。
【００５９】
実施の形態６．
本発明の実施の形態６による液晶プロジェクタの構成は、図１と同様である。ただし、本
実施の形態６の液晶プロジェクタでは、外部測光器１および画質改善処理部５における信
号処理が上記実施の形態１と異なる。
【００６０】
周辺の照明光の小さな変動（ちらつき）に過敏に反応して投写画像の色合い補正値が変動
すると、投写画像がちらつき、利用者にとっては見難いものとなる。本実施の形態６では
、この問題を改善する。
【００６１】
外部測光器１は、測光信号を特定時間Δｔごとに出力する。画質改善処理部５は、時刻ｔ
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に入力された測光信号と、このΔｔだけ前に入力された測光信号との差が、特定値Ｄ thよ
りも大きければ、時刻ｔに入力された測光信号に基づいて補正係数を更新し、特定値Ｄｔ
ｈよりも小さければ、補正係数を更新しない。また、画質改善処理部５は、補正係数を更
新しない色合い補正処理がｎ（例えばｎ＝１０）回以上連続した場合には、最後に補正係
数を更新したときの測光信号と、時刻ｔに入力された測光信号との差が、特定値Ｄ th’よ
り大きければ、時刻ｔに入力された測光信号に基づいて補正係数を更新し、特定値Ｄ th’
より小さければ、補正係数を更新しない。
【００６２】
外部測光器１から出力される測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，ＢｍのいずれかをＤｍとする。また、
時刻ｔに出力される測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍ，ＤｍをＲｍ（ｔ），Ｇｍ（ｔ），Ｂｍ（
ｔ），Ｄｍ（ｔ）とする。また、測光信号Ｒｍ（ｔ），Ｇｍ（ｔ），Ｂｍ（ｔ）に対応す
る期間の補正係数をＲＡ（ｔ），ＧＡ（ｔ），ＢＡ（ｔ）とする。ここで、補正係数ＲＡ
，ＧＡ，ＢＡは、例えば上記実施の形態１の補正係数ＲＣ，ＧＣ，ＢＣあるいは上記実施
の形態３の補正係数ＲＣ×ＶＣ，ＧＣ×ＶＣ，ＢＣ×ＶＣである。また、補正係数ＲＡ（
ｔ），ＧＡ（ｔ），ＢＡ（ｔ）により色合い補正される映像信号をＲ（ｔ），Ｇ（ｔ），
Ｂ（ｔ）とする。
【００６３】
画質改善処理部５では、測光信号Ｒｍ（ｔ－Δｔ），Ｇｍ（ｔ－Δｔ），Ｂｍ（ｔ－Δｔ
）が記憶されており、測光信号Ｒｍ（ｔ），Ｇｍ（ｔ），Ｂｍ（ｔ）が入力されると、ま
ず測光信号Ｄｍ（ｔ）と測光信号Ｄｍ（ｔ－Δｔ）との差の絶対値｜Ｄｍ（ｔ）－Ｄｍ（
ｔ－Δｔ）｜を算出する。
【００６４】
次に、上記の｜Ｄｍ（ｔ）－Ｄｍ（ｔ－Δｔ）｜を特定値Ｄ thと比較し、｜Ｄｍ（ｔ）－
Ｄｍ（ｔ－Δｔ）｜が、
｜Ｄｍ（ｔ）－Ｄｍ（ｔ－Δｔ）｜＞Ｄ th　　　　　　　　　（３２）
を満たせば、（測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍのいずれかが前記式（３２）を満たせば）、補
正係数ＲＡ（ｔ），ＧＡ（ｔ），ＢＡ（ｔ）を測光信号Ｒｍ（ｔ），Ｇｍ（ｔ），Ｂｍ（
ｔ）に基づいて算出し、この測光信号Ｒｍ（ｔ），Ｇｍ（ｔ），Ｂｍ（ｔ）に基づいて更
新した補正係数ＲＡ（ｔ），ＧＡ（ｔ），ＢＡ（ｔ）により映像信号Ｒ（ｔ），Ｇ（ｔ）
，Ｂ（ｔ）を色合い補正する。
【００６５】
また、｜Ｄｍ（ｔ）－Ｄｍ（ｔ－Δｔ）｜が前記式（３２）を満たさなければ（測光信号
Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍのいずれも前記式（３２）を満たさなければ）、補正係数ＲＡ（ｔ），
ＧＡ（ｔ），ＢＡ（ｔ）として補正係数ＲＡ（ｔ－Δｔ），ＧＡ（ｔ－Δｔ），ＢＡ（ｔ
－Δｔ）を用い、前回の補正係数ＲＡ（ｔ－Δｔ），ＧＡ（ｔ－Δｔ），ＢＡ（ｔ－Δｔ
）により映像信号Ｒ（ｔ），Ｇ（ｔ），Ｂ（ｔ）を色合い補正する。
【００６６】
また、画質改善処理部５は、補正係数が更新されない色合い補正処理がｎ回連続し（ただ
し、時刻ｔでの処理については前記式（３２）により判定まで終了したものとする）、最
後に更新された補正係数が、測光信号Ｒｍ（ｔ－ｎΔｔ），Ｇｍ（ｔ－ｎΔｔ），Ｂｍ（
ｔ－ｎΔｔ）に基づいて更新されたＲＡ（ｔ－ｎΔｔ），ＧＡ（ｔ－ｎΔｔ），ＢＡ（ｔ
－ｎΔｔ）である場合には、時刻ｔでの処理に以下に説明する処理を追加する。
【００６７】
画質改善処理部５では、測光信号Ｒｍ（ｔ－ｎΔｔ），Ｇｍ（ｔ－ｎΔｔ），Ｂｍ（ｔ－
ｎΔｔ）が記憶されており、前記式（３２）により補正係数を更新しないことが判定され
ると、測光信号Ｄｍ（ｔ）と測光信号Ｄｍ（ｔ－ｎΔｔ）との差の絶対値｜Ｄｍ（ｔ）－
Ｄｍ（ｔ－ｎΔｔ）｜を算出する。
【００６８】
次に、上記の｜Ｄｍ（ｔ）－Ｄｍ（ｔ－ｎΔｔ）｜を特定値Ｄ th’と比較し、｜Ｄｍ（ｔ
）－Ｄｍ（ｔ－ｎΔｔ）｜が、
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｜Ｄｍ（ｔ）－Ｄｍ（ｔ－ｎΔｔ）｜＞Ｄ th’　　　　　　　（３３）
を満たせば、（測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍのいずれかが前記式（３３）を満たせば）、補
正係数ＲＡ（ｔ），ＧＡ（ｔ），ＢＡ（ｔ）を測光信号Ｒｍ（ｔ），Ｇｍ（ｔ），Ｂｍ（
ｔ）に基づいて算出し、この測光信号Ｒｍ（ｔ），Ｇｍ（ｔ），Ｂｍ（ｔ）に基づいて更
新した補正係数ＲＡ（ｔ），ＧＡ（ｔ），ＢＡ（ｔ）により映像信号Ｒ（ｔ），Ｇ（ｔ）
，Ｂ（ｔ）を色合い補正する。また、｜Ｄｍ（ｔ）－Ｄｍ（ｔ－ｎΔｔ）｜が前記式（３
３）を満たさなければ（測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍのいずれも前記式（３３）を満たさな
ければ）、補正係数ＲＡ（ｔ），ＧＡ（ｔ），ＢＡ（ｔ）として補正係数ＲＡ（ｔ－ｎΔ
ｔ），ＧＡ（ｔ－ｎΔｔ），ＢＡ（ｔ－ｎΔｔ）を用い、最後に更新された補正係数ＲＡ
（ｔ－（ｎ＋１）Δｔ），ＧＡ（ｔ－ｎΔｔ），ＢＡ（ｔ－ｎΔｔ）により映像信号Ｒ（
ｔ），Ｇ（ｔ），Ｂ（ｔ）を色合い補正する。
【００６９】
ここで、補正係数ＲＡ（ｔ），ＧＡ（ｔ），ＢＡ（ｔ）を更新した場合は、時刻ｔ＋Δｔ
での色合い補正処理は、前記（３２）式のみの処理となる。また、補正係数ＲＡ（ｔ），
ＧＡ（ｔ），ＢＡ（ｔ）を更新しなかった場合には、時刻ｔ＋Δｔでの処理においても前
記式（３３）の処理を追加する。
【００７０】
このように実施の形態６によれば、画質改善処理部５において、外部測光器１から入力さ
れた測光信号とその直前に入力された測光信号との差が、特定値Ｄ thよりも小さければ補
正係数を更新せず、補正係数を更新しない色合い補正がｎ回数以上連続した場合には、入
力された測光信号と最後に補正係数を更新したときの測光信号との差が、特定値Ｄ th’よ
りも大きければ補正係数を更新するようにしたため、周辺の照明光の小さな変動（ちらつ
き）に過敏に反応して補正値が変動することがなくなり、投写画像のちらつきを抑えるこ
とが可能となる。
【００７１】
実施の形態７．
本発明の実施の形態７による液晶プロジェクタの構成は、図１と同様である。ただし、本
実施の形態７の液晶プロジェクタでは、画質改善処理部５における信号処理が上記第１の
実施形態と異なる。
【００７２】
液晶用光源であるランプには寿命があり、液晶プロジェクタを構成する部品の中では短寿
命であるため、一般にランプは交換できるようになっている。さらに、ランプの明るさの
経時変化は著しく、特に使用開始時から数百時間の間は、急激に低下し、その後ゆっくり
と低下していく。
【００７３】
投写画像の明るさは当然、液晶用光源であるランプの明るさに依存しており、ランプの明
るさが暗くなるにつれて、投写画像の明るさと周辺の明るさの比が変化する。この投写画
像の明るさの変化に対しても高精度な色補正を補償するには、ランプの明るさを検出する
必要がある。ランプの明るさを検出するには、測光器を追加する方法、外部測光器に何ら
かの方法でランプの明るさを検出させるなどの方法がある。しかし、前者はコストアップ
を伴う。また、後者は、１個の外部測光器で周辺の明るさとランプの明るさを同時に検出
することは不可能であるため、一方を遮光する機構を追加した場合にはコストアップを伴
い、またユーザーに遮光させる場合にはユーザーの手を煩わせることになる。
【００７４】
本実施の形態７では、ランプの累積使用時間によりランプの明るさを求めることにより、
ランプの明るさに応じた高精度な色補正を実現する。
【００７５】
画質改善処理部５は、ランプの累積使用時間を計測し、この累積使用時間から代表的なラ
ンプの累積使用時間－輝度特性に従ってランプの現在の明るさを求め、また測光信号Ｒｍ
，Ｇｍ，Ｂｍから周辺の明るさを求め、ランプの明るさと周辺の輝度とに基づいて色合い
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補正の度合を変化させる。ランプの累積使用時間を計測するには、例えば時計あるいは他
の処理に用いられているクロックをカウントするカウンタを用いる。
【００７６】
画質改善処理部５では、まず計測したランプの累積使用時間から現在のランプの明るさを
求める。また、外部測光器１から入力された測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍから周辺の明るさ
を求める。ここでは、ランプの明るさおよび周辺の明るさに心理計測明度を用いる。また
、ランプの明るさとして、使用開始時のランプの心理計測明度に対する現在のランプの心
理計測明度の比ｋを求める。また、代表的なランプの累積使用時間－心理計測明度比特性
をテーブルにしておき、このテーブルを用いて現在のランプの心理計測明度比ｋを求める
。例えば、代表的なランプにおいて使用開始時の心理計測明度を１００％としたときに１
００時間使用後の心理計測明度が９０％である場合には、上記のテーブルに累積使用時間
として１００時間を入力すると、心理計測明度比ｋは０．９となる。
【００７７】
次に、心理計測明度比ｋと、上記実施の形態３と同様にして求めた個別補正係数ＲＣ，Ｇ
Ｃ，ＢＣと、上記実施の形態３と同様にして周辺の心理計測明度から求めた共通補正係数
ＶＣとを用い、映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂを補正する。補正後の映像信号Ｒ’，Ｇ’，Ｂ’は式
（３４）～（３６）のようになる。
Ｒ’＝Ｒ×ＲＣ×ＶＣ／ｋ　　　　　　　　　　　　　　　　（３４）
Ｇ’＝Ｇ×ＧＣ×ＶＣ／ｋ　　　　　　　　　　　　　　　　（３５）
Ｂ’＝Ｂ×ＢＣ×ＶＣ／ｋ　　　　　　　　　　　　　　　　（３６）
【００７８】
このように実施の形態７によれば、画質改善処理部５において、ランプの累積使用時間を
計測し、この累積使用時間から代表的なランプの累積使用時間－輝度特性に従ってランプ
の現在の輝度を求め、また輝度および色情報から周辺の輝度を求め、ランプの輝度と周辺
の輝度とに基づいて色合い補正の度合を変化させることにより、ランプの輝度の経時変化
に対する高精度な色補正が可能となる。
【００７９】
実施の形態８．
図８は本発明の実施の形態８の液晶プロジェクタを示すブロック回路図である。図８にお
いて、図１と同一符号のものはそれぞれ同一または相当部分を示しており、１８はメモリ
である。
【００８０】
周辺の照明光の瞬間的な変動に過敏に反応して色補正を実施したり、また聴講者や公演者
の移動によって、瞬間的に外部測光器１の受光部が遮られたときにも過敏に色補正を実施
すると、投写画像のちらつきとなる。本実施の形態８では、これらの問題を改善する。
【００８１】
外部測光器１は、測光信号を特定時間Δｔごとに出力する。メモリ１８は、ＦＩＦＯ（ Fi
rst In First Out）型であり、外部測光器１から出力された測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍを
順次記憶し、最も古く記録された測光信号から順次消去していく。画質改善処理部５は、
メモリ１８に記憶された測光信号の平均値を算出し、この平均値に基づいて投写画像の色
合いを補正する。
【００８２】
メモリ１８が記録できる測光信号の個数を３Ｎとすると、測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍはそ
れぞれＮ個ずつ記録される。外部測光器１から時刻ｔに測光信号Ｒｍ（ｔ），Ｇｍ（ｔ）
，Ｂｍ（ｔ）が出力され、画質改善処理部５からメモリ１８に転送されると、メモリ１８
は、測光信号Ｒｍ（ｔ－ＮΔｔ）～Ｒｍ（ｔ），Ｇｍ（ｔ－ＮΔｔ）～Ｇｍ（ｔ），Ｂｍ
（ｔ－ＮΔｔ）～Ｂｍ（ｔ）が記憶される。
【００８３】
画質改善処理部５は、メモリ１８から全ての測光信号Ｒｍ（ｔ－ＮΔｔ）～Ｒｍ（ｔ），
Ｇｍ（ｔ－ＮΔｔ）～Ｇｍ（ｔ），Ｂｍ（ｔ－ＮΔｔ）～Ｂｍ（ｔ）を読み出し、式（３
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７）～（３９）に示されるように、それぞれの測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍの平均値Ｒ AVE 
，Ｇ AVE ，Ｂ AVE を算出し、これらＲ AVE ，Ｇ AVE ，Ｂ AVE を用いて色補正を実施する。
Ｒ AVE ＝ΣＲｉ／Ｎ　：（ｉ＝１，２…Ｎ）　　　　　　　　　　（３７）
Ｇ AVE ＝ΣＧｉ／Ｎ　：（ｉ＝１，２…Ｎ）　　　　　　　　　　（３８）
Ｂ AVE ＝ΣＢｉ／Ｎ　：（ｉ＝１，２…Ｎ）　　　　　　　　　　（３９）
なお、ランプ点灯後、ＮΔｔが経過するまではメモリ１８に測光信号Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍが
貯えられないため、色補正は実施しない。一般にランプは点灯開始から明るさが十分に明
るくなるまでに少し時間がかかるため、この間に色補正を実施しなくても実用上問題はな
い。
【００８４】
このように実施の形態８によれば、外部測光器１から特定時間間隔で出力された輝度およ
び色情報をＦＩＦＯ型のメモリ１８に順次記録し、画質改善処理部５において、メモリ１
８に記憶された輝度および色情報の平均値を算出し、この平均値に基づいて投写画像の色
合いを補正することにより、周辺光の小さな変動、および聴講者や公演者の移動で瞬間的
に外部測光手段対する入射光が遮られることに過敏に反応して色合い補正値が変動するこ
とがなくなり、投写画像のちらつきを抑えることが可能となる。
【００８５】
なお、上記実施の形態１ないし８では、液晶パネル１２～１４を３枚用いる３板式での例
を挙げたが、液晶パネル１枚の単板式であっても良い。
【００８６】
【発明の効果】
本発明は、以上説明したように構成されているので、以下に示すような効果がある。
【００８７】
請求項１の発明によれば、外部測光手段において、投写型液晶表示装置の周辺光を検出し
、装置周辺の輝度および色情報を生成し、画質改善処手段において、外部測光手段から出
力された輝度および色情報に基づいて投写画像の色合いを補正することにより、装置周辺
の明るさおよび色合いが変化しても投写画像の色再現性を良好に保つことが可能となる効
果がある。
【００９３】
　 画質改善手段において、外部測光手段から入力された輝度および色情報とその
直前に入力された輝度および色情報との差が、第１の特定値よりも小さければ補正値を更
新せず、補正値を更新しない色合い補正が特定回数以上連続した場合には、入力された輝
度および色情報と最後に補正値を更新したときの輝度および色情報との差が、第２の特定
値よりも小さければ補正値を更新しないようにしたことにより、周辺光の小さな変動に過
敏に反応して色補正値が変動することがなくなり、投写画像のちらつきを抑えることが可
能となる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　実施の形態１による液晶プロジェクタのブロック回路図である。
【図２】　ｘｙ色度図上における黒体輻射軌跡および等温度線を示す図である。
【図３】　実施の形態２おける外部測光器の構成図である。
【図４】　ＣＩＥ  １９７６  Ｌ *  ａ *  ｂ *  均等知覚色空間のａ *  ｂ *  色度図上におけるマ
ンセル表色系の等色相、等彩度曲線を示す図である。
【図５】　三次元テーブルを用いた補間方法を示す図である。
【図６】　三次元テーブルを用いた補間方法を示す図である。
【図７】　実施の形態５おける外部測光器の構成図である。
【図８】　実施の形態８による液晶プロジェクタのブロック回路図である。
【図９】　従来の液晶プロジェクタの斜視図である。
【図１０】　明所視、暗所視における標準比視感度曲線を示す図である。
【符号の説明】
１　外部測光器、　５　画質改善処理部、　９～１１　駆動回路、　１２～１４　液晶パ

10

20

30

40

50

(13) JP 4030199 B2 2008.1.9

さらに、



ネル、　１５　レンズ、　１６　受光素子、　１７　ＮＤフィルタ、１８　メモリ。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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